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今月のニュース
建材マンスリー資料室

January 2014 No.579 1

住宅業界関連用語
2014

知っておきたい
特集



２
０
１
４

住
宅
業
界
関
連
用
語

知
っ
て
お
き
た
い

２
０
１
４
年
は

ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
の
か
。

高
齢
者
対
応
、

省
エ
ネ
な
ど
の
分
野
か
ら
、

今
年
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
み
た
。

ま
た
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は

「
少
子
高
齢
化
と
空
き
家
問
題
」

「
国
産
材
」「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」

３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

第
一
人
者
に

詳
し
く
読
み
解
い
て
も
ら
う
。

　消費税のかかる新築・中古住宅の購
入時に、税率の引き上げによる負担軽
減のために設けられた現金給付の措
置。住宅ローン減税とあわせて負担軽
減をはかる。収入が一定以下の要件
がある。給付対象住宅の主な要件は、
床面積が５０㎡以上、第三者機関の検
査を受けた住宅であることなど。実施
は２０１４年４月から１７年１２月まで。

まい給付金す

　省エネ基準の改正に伴い、省エネ
等級の変更などの見直しが決まった。
一次エネルギー消費量を評価する基
準を導入し、外皮性能の計算方法の
変更へも対応する。現行の「省エネル 
ギー対策等級」は「断熱等性能等級」
となる。見直しは断熱性能の変更部分
は改正基準公布時から実施予定。そ
のほかは２０１５年４月から施行。

宅性能表示制度の見直し住
　２０１３年省エネ基準改正で、評価
方法の指標が一次エネルギー消費量
に変更になった。住宅に関しては判断
基準（Ｕ値、η値、一次エネルギー消
費量）と設計施工指針（部位別仕様表、
平成２５年仕様基準）が昨年１０月１日
から施行され、平成１１年基準は廃止
となったが、２０１５年３月３１日までは
経過措置期間となっている。

エネ基準改正へ切り替え省
　ＥＵ各国で義務化されている、「建
物の燃費」を表示する制度。年間を
通して快適な室内温度を保つために必
要な、床面積１㎡当たりのエネルギー 

（ｋＷ時）を数値化したもの。住宅の燃
費に関する見える化により、省エネへ
の投資額と削減できる光熱費が割り出
せ省エネ化への効果がある。日本版エ
ネルギーパスも２０１４年１月から開始。

ネルギーパスエ

　都市の郊外化やスプロール化を抑
え、スケールを小さく保った市街地を活
性化させ、職住近接型の住みやすい
街づくりを目指す考え方。青森市や富
山市、浜松市などは、都市政策に取り
入れている。国土交通省では、歩いて
暮らせる集約型まちづくりの実現に向
け、拡散した都市機能を集約させるた
めの支援事業を行っている。

ンパクトシティコ

　２１の分野におけるさまざまな制度、
ルールを交渉する１２カ国の自由貿易協
定。交渉妥結は２０１４年に持ち越した。
建築関連では輸入木材・建材への影
響は少ないが、最大１０％の関税がかか
る集成材と合板は、約６％が安価な輸
入品に置き換わると林野庁は試算。ま
た、公共事業の入札方式や性能試験・
表示方法に影響が出る可能性がある。

ＰＰ（環太平洋経済連携協定）T

　２０１１年の「高齢者住まい法」の改
正でサービス付き高齢者向け住宅を創
設。安否確認と生活相談が義務づけ
られた、新たな高齢者住宅が誕生し
た。国は２０２０年までに６０万戸の供
給を目指し、建設・改修に補助金を支
給、税制面でも優遇措置が取られてい
る。教育サービス、家電量販店、外食
チェーンなど異業種の参入も活発。

齢者向け住宅高
　自宅を担保に老後資金などの融資を
受け、死亡時に担保物件を売却するこ
とで借入金を一括返済する、高齢者な
どの持ち家資産の活用。日本では認知
度が低く、利用意向も１割以下にとどま
るが、高齢社会の金融資産として期待
されている。普及には、担保割れリス
クへの対応、建物部分の資産価値の
向上などの課題解決が必要。

バース・モーゲージリ

　２０１３年に開かれた産業競争力会
議で国土交通省が提案。従来の高齢
者対応の概念を超え、省エネ、バリア
フリー、生活拠点集約化など、高齢者
が安心して健康に暮らせる街や住宅を
実現する。高齢者向け住宅の建設・改
修、公的賃貸住宅を活用した支援施
設の併設、ＩＣＴ＊を利用した見守りの
取り組みなどを支援する予算を要求。

マートウェルネス住宅ス

＊
Ｉ
Ｃ
Ｔ
：
情
報
通
信
技
術

大
型
建
築
物
の
木
造
化
な
ど
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
２
０
１
４
年
度
以
降
に
国
内
で
稼
動
開
始
予
定

の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
現
在
稼
動
し
て
い
る
発
電
所

の
約
二
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
燃
料
チ
ッ
プ
と
し
て
間

伐
材
や
未
利
用
材
な
ど
の
林
地
残
材
、
チ
ッ
プ
以
外
の
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
の
開
拓
は
今
後
の
電
力
需
要
を
支
え
る
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
社
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
の
力
を
合
わ
せ

て
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
、
大
型
木

造
事
業
、
海
外
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
木
材
建

材
事
業
本
部
は
、
お
取
引
先
の
皆
様
と
未
来
を
共
有
し
、

新
た
な
事
業
の
提
案
を
当
社
ら
し
い
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を

活
か
し
な
が
ら
、
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

弊
誌
「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」
で
は
２
０
１
４
年
も
市
場
動

向
を
的
確
に
捉
え
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
を
発
信
し
て
い
け

る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
四
月
に
消
費
税
増
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

住
宅
業
界
で
は
、
１
９
９
７
年
の
増
税
時
と
同
様
に
駆
け

込
み
需
要
の
反
動
か
ら
市
場
の
冷
え
込
み
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
政
府
は
「
す
ま
い
給
付
金
」、「
ロ
ー
ン

減
税
拡
充
」
な
ど
の
政
策
に
よ
る
下
支
え
を
図
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
前
回
の
よ
う
な
大
き
な
反
動
減
に
は
至
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
中
盤
の
順
調
な
新
築
受
注
が
実
際
の
工
事
と

し
て
具
体
化
す
る
こ
と
で
、
少
な
く
と
も
本
年
の
前
半
ま

で
の
業
況
は
好
調
に
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。
そ
こ
で
懸

念
さ
れ
る
課
題
と
し
て
は
、被
災
地
の
復
興
需
要
に
加
え
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
首
都
圏
の

需
要
増
で
職
人
不
足
や
資
材
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
化
す
る

こ
と
で
あ
り
、
対
応
策
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
は
増
税
対
策
の
み
な
ら
ず
「
中
古
住
宅
流

通
」
や
「
耐
震
補
強
」
と
い
っ
た
ス
ト
ッ
ク
分
野
に
も
傾

注
す
る
方
針
で
す
。
中
期
的
な
視
点
で
は
人
口
減
少
に
伴

う
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
は
自
明
で
あ
り
、
ス
ト
ッ

ク
事
業
に
対
す
る
具
体
的
な
事
業
参
画
は
私
ど
も
に
と
っ

て
不
可
欠
と
言
え
ま
す
。
同
時
に
２
０
２
０
年
省
エ
ネ

基
準
義
務
化
に
向
け
た
準
備
や
、
国
産
材
の
利
用
促
進
、

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
よ
り
「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」
を
ご
愛
読
下
さ
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
格
別
の

ご
愛
顧
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
政
治
面
で
は

わ
が
国
と
関
係
の
深
い
東
ア
ジ
ア
や
中
東
情
勢
を
巡
っ
て

混
迷
の
続
く
一
年
で
し
た
。
他
方
、
経
済
面
で
は
中
国
な

ど
の
新
興
国
や
地
域
で
、
景
気
循
環
に
短
期
的
な
か
げ
り

が
見
え
始
め
た
も
の
の
、
先
進
諸
国
は
金
融
緩
和
を
は
じ

め
と
す
る
政
策
協
調
で
経
済
危
機
の
回
避
に
努
め
、
一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
米
国
に
お
い
て

は
持
続
的
な
雇
用
回
復
が
期
待
で
き
る
ま
で
経
済
は
安
定

し
て
き
て
お
り
、
本
年
一
月
か
ら
金
融
緩
和
の
規
模
縮
小

が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
が
奏
功

し
円
安
・
株
高
・
低
金
利
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
賞
与
の

引
き
上
げ
や
設
備
投
資
の
増
加
に
よ
り
、
景
気
回
復
の

緒
に
つ
い
た
一
年
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 時

代
の
転
換
期

～
さ
ら
な
る
成
長
の
た
め
の
基
盤
構
築
～

梅
木
孝
範

住
友
林
業
株
式
会
社　

常
務
執
行
役
員　

木
材
建
材
事
業
本
部
長

新年の
ご挨拶特集
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■ 空き家率の推移

■ 空き家が管理不全となる理由

出典：国土交通省近畿地方整備局「住環境整備方策調査業務報告書」2012年３月

出典：総務省「住宅・土地統計調査」
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空き家率

最寄りの交通機関までの距離が離れているなど不便な
ため適正に管理しても空き家の活用に期待ができない
そもそも所有者に適正管理意識や近隣への
迷惑意識がない

その他

居住者の死亡や相続人不存在

他地域への住み替え、子供宅や高齢者施設等への転居

相続人が複数いて管理・活用等の意思統一ができない

所有者が遠方居住等により定期的な管理ができない

所有者が補修や解体費用を負担できないなど
経済的理由

接道不良や狭小敷地などの敷地条件により活用が困難

■ 国産材輸出の推移

資料：財務省「貿易統計」

0

2

4

6

8

10

12
（万㎥）

２００
８年

２００
９年 ２０１０

年
２０１１

年
２０１２

年

素材輸出量

製材輸出量

入
し
た
場
合
に
も
、
改
修
費
用
と
し
て
最
大
１
０
０

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
空
き
家
や
空
き

店
舗
を
活
用
し
て
起
業
す
る
場
合
に
も
、
売
却
ま

た
は
貸
し
出
す
人
、
購
入
ま
た
は
借
り
て
事
業
を

行
う
人
そ
れ
ぞ
れ
に
補
助
が
あ
り
ま
す
。
住
ま
い

を
探
す
た
め
に
か
か
る
滞
在
費
の
一
部
の
助
成
も
行

わ
れ
て
お
り
、
同
市
で
は
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し

た
移
住
者
が
増
加
。
２
０
１
０
年
度
は
21
人
、
11

年
度
は
42
人
、
12
年
度
で
59
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
補
修
や
移
住
に
、
そ
し
て
売
却
に
対
す
る

何
ら
か
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
さ
ら
に
、
自
治
体
は
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
移
住
を
希
望
す
る

人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
先
行
移
住
者
に
よ
る
現

地
案
内
や
生
活
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
空
き
家
活
用
の
促
進
を
図
る

が
、
経
済
発
展
や
人
口
増
加
の
著
し
い
新
興
国
で

は
、
木
材
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
中
国
で
は
、
木
材
の
供
給
量
は
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
消
費
量
が
こ
れ
を
上
回
っ
て
お
り
、

木
材
輸
入
は
丸
太
・
製
材
と
も
に
急
速
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
日
本
が
国
産
材
の
輸
出
と
い
う
販
売

チ
ャ
ネ
ル
を
増
や
す
に
は
、
中
国
を
重
点
国
と
し

て
、
木
材
製
品
の
輸
出
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
日
本
の
建
築
基
準
法
に
相
当
す
る
中

国
の
「
木
構
造
設
計
規
範
」
で
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
が
木
造
建
築
物
の
構
造
材
と
し
て
指
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
日
本
の
軸
組
工
法
も
木

構
造
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
一
方
で
、

日
本
的
な
内
観
の
住
宅
が
好
ま
れ
る
傾
向
や
、
木

の
現
し
を
求
め
る
木
造
ニ
ー
ズ
は
確
実
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
に
開
催
さ
れ
た
上
海
国

際
木
造
エ
コ
住
宅
博
覧
会
に
出
展
し
た
日
本
パ
ビ

ス
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
親
の
持
ち
家
を
売
却
す

る
に
も
、
家
財
道
具
等
の
処
分
の
手
間
が
か
か
っ

た
り
、
住
む
予
定
は
な
い
が
資
産
を
手
放
す
こ
と

に
抵
抗
を
感
じ
る
な
ど
し
て
、
放
置
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
に
空
き
家
が
増
加
す
る
と
、
老
朽
化
に
よ

る
倒
壊
事
故
や
、
雑
草
や
樹
木
の
繁
殖
、
延
焼
事

故
や
ゴ
ミ
投
棄
な
ど
に
対
す
る
周
辺
住
民
の
不
安
、

そ
し
て
地
域
の
活
性
化
へ
の
支
障
な
ど
様
々
な
問
題

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
町
づ
く
り
の

観
点
か
ら
も
、
空
き
家
の
増
加
は
見
過
ご
せ
な
い
問

題
で
す
。
日
本
は
欧
米
と
比
較
し
て
所
有
権
や
財

産
権
が
強
く
、
空
き
家
の
撤
去
が
進
み
に
く
い
と

い
う
問
題
点
も
あ
り
ま
す
。
建
物
を
撤
去
し
た
際

は
固
定
資
産
税
の
軽
減
を
行
う
な
ど
、
所
有
者
が

撤
去
に
着
手
し
や
す
い
法
整
備
も
急
が
れ
ま
す
。

　

空
き
家
の
増
加
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、様
々

な
取
り
組
み
に
着
手
す
る
自
治
体
は
増
え
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
大
分
県
竹
田
市
で
は
、
２
０
１
０

年
か
ら
空
き
家
の
改
修
補
助
金
支
給
を
は
じ
め
い

く
つ
も
の
補
助
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
き
家
活
用
奨
励
金
と
し
て
、
空
き
家

を
売
却
し
た
人
に
10
万
円
を
支
給
。
空
き
家
を
購

度
限
り
と
さ
れ
て
い
た
実
施
期
間
も
、
２
０
１
４

年
９
月
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
手
続

き
の
簡
略
化
や
特
典
の
充
実
、
あ
る
い
は
事
業
者

だ
け
で
な
く
消
費
者
に
も
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と

で
、
国
産
材
利
用
に
大
き
な
弾
み
を
つ
け
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、新
し
い
木
材
製
品
と
し
て
は
、Ｃ
Ｌ
Ｔ（
ク

ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ド
・
テ
ィ
ン
バ
ー
）に
注
目
が

集
ま
り
ま
す
。
挽
き
板
を
繊
維
方
向
が
直
交
す
る

よ
う
に
積
層
接
着
し
た
パ
ネ
ル
で
あ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、

欧
米
を
中
心
に
中
・
大
規
模
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
商

業
施
設
、
一
般
住
宅
の
構
造
用
部
材
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
直
交
積
層
構
造
の
た
め
、
節
な

ど
の
多
い
比
較
的
低
質
な
木
材
を
利
用
し
て
も
欠

点
が
補
わ
れ
、
国
産
材
を
余
す
こ
と
な
く
活
用
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
化
も
進
ん

で
い
ま
す
が
、
欧
米
の
よ
う
に
構
造
用
部
材
と
し

て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
法
改
正
な

ど
を
含
め
て
時
間
を
要
し
ま
す
。
ま
ず
は
床
材
や

屋
根
材
と
し
て
使
用
を
進
め
て
行
く
こ
と
で
、
欧

米
的
な
普
及
と
は
異
な
る
、
日
本
独
自
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ

活
用
法
を
模
索
し
て
行
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
の
木
材
消
費
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

　

日
本
の
高
齢
化
率
は
、
長
期
的
に
上
昇
傾
向
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
人
口
の
割
合
は
、

２
０
１
０
年
の
23
・
1
％
に
対
し
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
は
31
・
8
％
に
及
ぶ
一
方
、
労
働
力
の
中
核

を
成
す
15
歳
～
64
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
は
、

２
０
１
０
年
の
63
・
7
％
か
ら
、
２
０
３
０
年
に
は

58
・
5
％
へ
と
減
少
。
総
人
口
も
減
少
局
面
を
迎
え
、

本
格
的
な
少
子
高
齢
化
社
会
へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
住
宅
市
場
で
課
題
と
な
る
の
が
、

空
き
家
問
題
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
総
務
省
に
よ

り
5
年
に
1
度
行
わ
れ
る
「
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
」
で
は
、
２
０
０
８
年
時
点
の
空
き
家
件
数
が

７
５
７
万
戸
、
空
き
家
率
は
13
・
１
％
に
達
し
、

前
回
調
査
の
２
０
０
３
年
を
０・９
％
上
回
る
過
去

最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
市
場
に
お
い
て
一
定

量
の
空
き
家
が
発
生
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
す

が
、
入
居
の
見
通
し
が
立
た
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ

荒
れ
て
し
ま
う
場
合
は
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
高
齢
者
が
住
み
替
え
を
考
え
る
場
合
、

持
ち
家
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
発
生
し

ま
す
。
家
族
が
代
々
住
み
継
い
で
い
く
と
い
う
か

つ
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
影
を
潜
め
、
子
供
世

帯
は
通
勤
や
通
学
に
便
利
な
地
域
の
賃
貸
に
暮
ら

し
た
り
、自
分
好
み
の
持
ち
家
を
有
し
て
い
る
ケ
ー

　

日
本
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に

次
ぐ
世
界
有
数
の
森
林
大
国
で
す
。
人
工
林
と
天

然
林
を
併
せ
た
総
森
林
資
源
は
お
よ
そ
49
億
㎥
に

も
及
び
、
戦
後
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
は
今
、

伐
採
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
森
林
の
適
正
な
整
備

や
保
全
の
意
味
も
含
め
、
国
産
材
の
利
用
拡
大
を

進
め
る
こ
と
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
２
０
１
３
年
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ

た
、
地
域
の
木
材
を
一
定
以
上
利
用
し
た
住
宅
を

建
て
た
場
合
に
特
典
が
与
え
ら
れ
る
木
材
利
用

ポ
イ
ン
ト
は
、
国
産
材
の
利
用
推
進
と
い
う
意
味

で
非
常
に
意
義
の
あ
る
制
度
で
す
。
２
０
１
３
年

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
空
き
家
率
を
抑

え
て
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

２
０
３
０
年
に
は
後
期
高
齢
化
率
が
20
％
を
超

え
る
富
山
県
富
山
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
空
洞

化
を
阻
止
す
る
た
め
、
ま
ち
な
か
居
住
を
推
進
。

駅
や
停
留
所
の
徒
歩
圏
に
ま
ち
な
か
居
住
と
市
民

生
活
に
必
要
な
機
能
を
集
積
さ
せ
、
中
心
市
街

地
に
住
宅
を
購
入
し
た
人
に
は
１
戸
に
つ
き
上
限

50
万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
市
の
ま

ち
な
か
住
宅
・
居
住
環
境
指
針
に
適
合
し
た
共
同

住
宅
を
建
設
し
た
事
業
者
に
も
、
1
戸
に
つ
き
上

限
１
０
０
万
円
が
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
時
代
に
お
い
て
は
、
余
剰
と
な
っ

た
物
件
活
用
こ
そ
が
不
可
欠
と
捉
え
、
新
築
建
設

の
み
に
こ
だ
わ
ら
な
い
住
宅
政
策
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

リ
オ
ン
に
は
、
お
よ
そ
８
０
０
０
人
が
来
場
す
る

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

２
×
４
住
宅
の
普
及
な
ど
か
ら
、
木
造
住
宅
に

対
す
る
中
国
の
関
心
は
高
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
地

震
災
害
に
耐
え
た
日
本
の
近
代
的
な
軸
組
工
法
に

も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
も
、
中

国
の
「
木
構
造
設
計
規
範
」
の
早
期
改
正
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
む
よ
う
働
き
か
け
て
お
り
、
近

い
う
ち
に
中
国
で
軸
組
工
法
の
住
宅
が
伸
び
て
い

く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
機
を
逃
す
こ
と

な
く
、
国
産
材
の
輸
出
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

日
本
国
内
で
は
、
飲
食
店
を
は
じ
め
木
を
用
い

た
内
装
デ
ザ
イ
ン
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
ま
す
。
潜
在
的
な
木
材
需
要
は
決
し
て
少
な

く
は
な
く
、
木
の
価
値
は
今
後
さ
ら
に
見
直
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
国
産
材
の
利
用
促
進
活
動

を
続
け
る
こ
と
で
、
国
内
の
木
材
需
要
は
必
ず
上

向
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
と
空
き
家
問
題  

住
宅
政
策
の
抜
本
的
な
改
革
を

国
産
材
の
利
用
と
輸
出  

新
興
国
で
の
木
材
需
要
に
期
待

知
っ
て
お
き
た
い

住
宅
関
連
用
語

知
っ
て
お
き
た
い

住
宅
関
連
用
語

富士通総研経済研究所
上席主任研究員

米山秀隆氏

セイホク株式会社　
技師長
森林総合研究所 フェロー

神谷文夫氏

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

上
昇
を
続
け
る
空
き
家
率
に

歯
止
め
を
か
け
る
手
立
て
は
あ
る
の
か
。

空
き
家
問
題
に
詳
し
い

米
山
秀
隆
氏
に
話
を
聞
い
た
。

国
土
の
７
割
を
森
林
が
占
め
る
日
本
。

国
産
材
利
用
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

成
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
。

空
き
家
利
活
用
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
充
実
さ
せ
る

中
国
を
重
点
国
と
し
て

国
産
材
の
輸
出
を
促
進
す
る

高
齢
者
の
住
み
替
え
時
に

持
ち
家
を
ど
う
活
用
す
る
か

新
し
い
木
材
製
品
で
あ
る

Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
期
待
が
高
ま
る

国産材を余すことなく活用できるＣＬＴ

内装に木を用いた喫茶店
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伝統を演出する構造美
金沢駅　鼓門

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か｢

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
構
想
」（
経
済
産
業
省
）や「
環
境
モ
デ
ル
都

市
構
想
」（
内
閣
府
）、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

構
想
」（
総
務
省
）
な
ど
各
地
で
実
証
実
験
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
中
で
す
。

　

た
だ
し
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

は
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
よ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
適
制
御
」
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
環
境
効
果
の
一

部
を
利
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
幅
広
く
活
用
し
、
社
会
構
造
シ
ス
テ

ム
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
革
し
て
い
く
方
向
に
進

蓄
電
シ
ス
テ
ム
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
、
そ
し
て
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
不
可
欠
な
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
は
、
電
力
使
用
量
を
自
動
検
針
し
て
通
信
回

線
で
電
力
会
社
へ
送
信
し
ま
す
。
ま
た
、
消
費
量

や
料
金
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
「
見
え
る
化
」
し
て

省
エ
ネ
を
促
し
た
り
、
余
剰
分
の
発
電
電
力
の
蓄

電
や
売
電
の
調
整
な
ど
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
家
庭
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト・シ
ス
テ
ム
）
は
、
家
電
の
電
力
消
費
管
理
な
ど
、

家
庭
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
行
う
た
め
の
シ
ス

テ
ム
で
す
。Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
管
理
し
き
れ
な
い
も
の
は
、

地
域
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
調
整
す
る
Ｃ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
（
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス

テ
ム
）
で
管
理
し
ま
す
。

　

現
在
、
全
世
界
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
主
な
も
の
だ
け
で

も
４
０
０
件
を
超
え
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
日
本
で

は
、
経
済
産
業
省
が
２
０
１
０
年
に
「
次
世
代
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
地
域
」
と
し
て

横
浜
市
、豊
田
市
、京
都
府
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
、

北
九
州
市
を
選
定
し
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
構

築
と
海
外
展
開
を
実
現
す
る
た
め
の
実
証
事
業
が

　

地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
の
一
つ
と
し
て
、
太
陽

光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
な
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
天
候
や
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
や

す
く
出
力
が
変
動
す
る
た
め
、
安
定
し
た
電
力
供

給
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
電
力
需

要
が
供
給
を
上
回
っ
た
場
合
は
需
要
調
整
を
行
い
、

逆
に
供
給
が
上
回
る
と
き
は
蓄
電
を
行
う
な
ど
の

制
御
も
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
電
力
の
需
給
を

効
率
的
に
制
御
す
る
次
世
代
の
送
電
網
シ
ス
テ
ム

を
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
情
報
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
利
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
全

般
の
管
理
に
使
お
う
と
い
う
の
が
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
考
え
方
で
す
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
は
い
ろ

い
ろ
な
定
義
が
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
「
最

新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
導
入
し
、ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
を
活
用
し
た
次
世
代
の
都
市
」
と
言
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
太
陽
光
発
電
の

普
及
が
発
想
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
で
き
る
ス
マ
ー
ト
ハ

ウ
ス
や
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス
を
構
成
す
る
の
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
、
家
庭
用
蓄
電
池
、
電
気
自
動
車
を
活
用
し
た

ん
で
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
場
所
や
時
間
に

と
ら
わ
れ
ず
に
働
く
テ
レ

ワ
ー
ク
の
促
進
や
、
平
日

と
週
末
、
冬
と
夏
な
ど
を

住
み
分
け
る
マ
ル
チ
ハ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
都
市
は
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア（
技
術
）だ
け
で
な

く
、
制
度
な
ど
の
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
、
人
の
意
識
や
繋

が
り
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
エ
ア

の
組
み
合
わ
せ
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
面
を
重
視
し
た
街
づ
く

り
の
工
夫
が
、
必
要
に
な

る
で
し
ょ
う
。
技
術
だ
け

が
ス
マ
ー
ト
な
の
で
は
な

く
、
そ
こ
で
暮
ら
す
住
民

も
ス
マ
ー
ト（
賢
く
）
に
な

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
制
御
か
ら

健
康
管
理
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
革
新
と
、
枠
組
み
が
ど

ん
ど
ん
広
が
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
す
が
、
将
来
ど

の
よ
う
な
社
会
を
目
指
す
の
か
を
描
い
て
、
前
へ

進
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
が
考
え
る
将
来
目
指

す
べ
き
次
世
代
都
市
は
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
シ
テ
ィ

で
す
。
こ
の
「
持
続
可
能
な
都
市
」
は
、
将
来
世

代
や
他
地
域
な
ど
へ
の
付
け
回
し
を
せ
ず
、
他
者

に
配
慮
し
た
都
市
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
そ

し
て
、
自
ら
の
意
思
で
住
民
が
都
市
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
住
民
参
加
と
活
力
に
満
ち
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ウ
エ
ア
が
十
分
に
機
能
し
た
都
市
と
言
え
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
シ
ティ 

先
端
技
術
を
駆
使
し
て
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
効
率
化

知
っ
て
お
き
た
い

住
宅
関
連
用
語

法政大学
地域研究センター
特任教授

白井信雄氏

期
待
さ
れ
る
次
世
代
都
市
と
し
て
、

世
界
中
で
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
。

そ
の
概
要
と
は
？

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
拡
大
で

暮
ら
し
方
も
変
わ
る

街
づ
く
り
の
基
盤
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
適
活
用

■ スマートコミュニティのイメージ

洋上風力

メガソーラー

小水力発電

路面電車

電気バス

電気自動車

地域冷暖房施設

スマートビル

スマートハウス

コントロールセンター

ITS（高速道路交通システム）

急速充電ステーション（電気バス）

急速充電ステーション（電気自動車）

BEMSによりビル内のエネルギーを総合的に管理CEMSにより複数家庭、ビル、
地域のエネルギーを総合的に管理

オン・デマンドシステムによる交通渋滞
の解消など交通システムの最適化

HEMS

CEMS

BEMS

HEMSにより家庭の
エネルギー需給を最適化

次世代自動車・バスを電力インフラとして活用

次世代自動車・蓄電池

太陽光発電
電力不足時：
　電気自動車→家庭
電力余剰時：
　家庭→電気自動車

燃料電池

出所：経済産業省
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賀
百
万
石
の
城
下
町
の
風
情
を
色
濃
く
残
す

金
沢
。
２
０
１
５
年
春
に
は
北
陸
新
幹
線
の

金
沢
―
長
野
間
が
開
業
予
定
だ
。

　

玄
関
口
と
な
る
金
沢
駅
東
口
広
場
の「
も
て
な
し
ド
ー
ム
」

は
多
雨
多
雪
の
金
沢
に
下
り
立
つ
人
に
傘
を
差
し
出
す
「
も

て
な
し
の
心
」
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
近
代
的
な
ガ
ラ
ス

ド
ー
ム
の
出
入
り
口
に
ど
っ
し
り
と
構
え
る
の
が
、
高
さ
14

ｍ
の
木
造
の「
鼓
門
」。
石
川
県
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
能
楽「
加

賀
宝
生
」
で
用
い
ら
れ
る
楽
器
の
ひ
と
つ
の
鼓
を
モ
チ
ー
フ

に
し
て
い
る
。

　

２
本
の
柱
は
、
二
重
に
ら
せ
ん
状
に
ね
じ
れ
な
が
ら
鼓
の

形
を
描
く
。
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
素
晴
ら
し
い
だ
け
で
な
く
、

全
方
向
の
地
震
力
に
抵
抗
す
る
構
造
で
あ
り
、
天
井
を
支
え

る
重
ね
梁
も
、
水
平
ト
ラ
ス
の
構
造
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

　

銅
板
葺
き
の
屋
根
の
広
さ
は
23
ｍ
×
13
ｍ
。
下
か
ら
見
上

げ
る
と
木
材
で
組
み
上
げ
ら
れ
た
格
天
井
が
緩
や
か
な
曲
面

を
描
い
て
い
る
。
木
材
は
す
べ
て
ベ
イ
マ
ツ
構
造
用
集
成
材

が
用
い
ら
れ
、全
体
で
３
２
０
ｔ（
約
６
０
４
㎥
）に
も
な
る
。

強
度
が
安
定
し
て
い
て
入
手
し
易
か
っ
た
こ
と
か
ら
選
択
さ

れ
た
。
ま
た
、
燃
え
し
ろ
設
計
に
よ
る
準
耐
火
構
造
と
し
、

そ
れ
に
加
え
て
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や
赤
外
線
感
知
器
、
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
火
災
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

屋
根
と
柱
は
ド
ー
ム
の
雪
受
け
、
雨
水
処
理
、
地
下
広
場

の
換
気
塔
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
雨
水
は
ド
ー
ム
と
鼓
門

の
つ
な
ぎ
目
か
ら
柱
内
の
縦
樋
を
通
し
て
地
下
タ
ン
ク
に
溜

め
ら
れ
、構
内
の
ト
イ
レ
や
植
栽
の
水
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

地
下
広
場
の
換
気
塔
用
パ
イ
プ
も
柱
の
中
に
あ
る
。

　

２
０
０
５
年
３
月
に
古
都
に
出
現
し
た
新
し
い
建
築
物

は
、
来
訪
者
、
特
に
外
国
人
に
は
評
判
が
よ
い
よ
う
だ
。

２
０
１
１
年
に
は
米
国
の
旅
行
雑
誌
『
ト
ラ
ベ
ル・レ
ジ
ャ
ー
』

で
「
世
界
で
最
も
美
し
い
駅
」
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
て

い
る
。
金
沢
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
。 加

写真２点とも : 住友林業㈱北陸支店  屋久浩典

伝統を演出する構造美
金沢駅　鼓門

一般社団法人建設コンサルタンツ協会 会誌編集担当  塚本敏行

ｖｏｌ.8
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つ・い・つ・い

イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

連
動
し
て
、
お
客
様
の
〝
こ
ん
な
味
の
あ
ら
れ
が

食
べ
た
い
〟
と
い
う
声
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
あ

る
ん
で
す
。
人
気
商
品
の
『
黒
胡
椒
』
や
、
シ
ナ

モ
ン
の
風
味
を
効
か
せ
た
『
チ
ャ
イ
ざ
ら
め
』
な

ど
は
、
ネ
ッ
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
お
客
様
の
声
か
ら

生
ま
れ
た
ん
で
す
よ
」

　

掲
載
す
れ
ば
売
れ
る
、
と
い
う
ほ
ど
ネ
ッ
ト

販
売
は
万
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
情
報
収
集
や

商
品
開
発
に
も
役
立
つ
と
い
う
点
で
は
、
活
用
す

る
意
義
は
大
い
に
あ
り
そ
う
だ
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン

ド
が
お
客
様
に
限
定
で
配
る
あ
ら
れ
を
作
る
な

ど
、
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
も
始
め
た
。
２
０
１
３

年
に
は
、
原
料
で
あ
る
米
の
販
売
も
行
っ
た
。
こ

れ
も
、「
美
味
し
い
あ
ら
れ
の
原
料
と
な
っ
て
い

で
、
大
き
な
袋
や
缶
に
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
ス

タ
イ
ル
の
あ
ら
れ
で
す
。
私
が
提
案
す
る
よ
う
な

商
品
は
本
来
の
あ
ら
れ
で
は
な
い
、
と
思
わ
れ
て

も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
初
は
、
何
を

提
案
し
て
も
ウ
ン
と
も
ス
ン
と
も
言
っ
て
く
れ
な

く
て
、
な
か
な
か
口
を
き
い
て
も
ら
え
な
い
状
況

で
し
た
。
提
案
通
り
作
っ
て
く
れ
て
も
一
言
、〝
こ

ん
な
あ
ら
れ
で
い
い
の
か
ね
ぇ
〟
な
ど
と
言
わ
れ

た
り
（
笑
）。
商
品
開
発
に
は
、
1
年
半
ほ
ど
か

か
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、何
度
も
新
潟
に
通
っ
て
、

頻
繁
に
電
話
を
入
れ
て
、
こ
の
あ
ら
れ
の
美
味
し

さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
に
は
必
要

な
こ
と
だ
と
話
し
続
け
ま
し
た
。
販
売
後
は
、
あ

ら
れ
を
食
べ
た
お
客
様
の
反
応
を
職
人
さ
ん
に
ど

ん
ど
ん
伝
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

良
か
っ
た
の
か
、
今
で
は
〝
こ
ん
な
味
は
ど
う
だ

ろ
う
〟
と
、
新
し
い
あ
ら
れ
作
り
に
一
緒
に
挑
戦

し
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
」

　

現
在
は
、
東
京
都
北
千
住
に
常
設
店
舗
を
1

店
舗
持
つ
他
、
都
内
各
地
で
期
間
限
定
で
出
店

し
て
お
り
、
メ
イ
ン
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販

売
と
な
っ
て
い
る
。
店
舗
と
ネ
ッ
ト
、
そ
れ
ぞ
れ

に
は
大
き
な
役
割
が
あ
る
と
い
う
。

 

「
つ
・
い
・
つ
・
い
の
商
品
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
店
舗
の
存
在
は
大
き
い
で
す
ね
。
一
方
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
良
い
点
は
、
遠
方
の
お
客
様

に
も
買
っ
て
い
た
だ
け
る
だ
け
で
な
く
、
忌
憚
の

な
い
意
見
が
聞
け
る
と
い
う
こ
と
。
今
で
は
、
ツ

る
も
ち
米
を
食
べ
て
み
た
い
」
と
い
う
お
客
様
か

ら
の
声
を
取
り
入
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
。

 

「
契
約
農
家
が
手
間
暇
か
け
て
作
っ
て
い
る
た

め
、
数
量
も
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お
か
げ

様
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。
起
業
し
た
て
の

頃
、
六
本
木
の
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
で
行
わ
れ
て
い
る

朝
市
で
あ
ら
れ
を
販
売
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
に
、
農
家
の
方
と
接
す
る
機
会
が
あ

り
、
野
菜
や
果
物
を
あ
ら
れ
に
取
り
入
れ
る
ヒ
ン

ト
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
恩

返
し
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、今
後
は
、

美
味
し
く
て
体
に
い
い
も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
頑
張
る
生
産
者
の
思
い
ま
で
伝
え
ら
れ
る
よ

う
な
商
品
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

遠
藤
さ
ん
は
今
、
あ
ら
れ
を
海
外
の
人
に
も
味

わ
っ
て
も
ら
う
た
め
の
足
場
作
り
を
始
め
て
い
る
。

 

「
私
の
夫
は
フ
ラ
ン
ス
人
な
の
で
す
が
、
初
め
て

会
っ
た
頃
、
起
業
し
て
間
も
な
い
私
が
得
意
満

面
で
あ
ら
れ
の
会
社
を
作
っ
た
こ
と
を
話
す
と
、

　

も
ち
米
を
原
料
と
し
て
作
ら
れ
る
〝
あ
ら
れ
〟

は
、
平
安
時
代
に
は
す
で
に
生
ま
れ
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
歴
史
深
い
食
べ
物
だ
。
日
本
人
な
ら
誰

も
が
一
度
は
食
べ
た
こ
と
の
あ
る
こ
の
あ
ら
れ
に

新
し
い
ひ
と
工
夫
を
加
え
、
改
め
て
そ
の
美
味
し

さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
企
業
が

あ
る
。
今
か
ら
５
年
前
、
当
時
28
歳
の
女
性
が
創

業
し
た
、
株
式
会
社
つ
・
い
・
つ
・
い
で
あ
る
。

 

「
私
自
身
も
と
も
と
あ
ら
れ
が
好
き
で
、
お
や
つ

に
好
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
中
で
も
知
人
の

お
土
産
で
知
っ
た
、
新
潟
県
の
と
あ
る
老
舗
米
菓

会
社
が
作
る
あ
ら
れ
が
お
気
に
入
り
だ
っ
た
ん
で

す
。
合
成
着
色
料
や
保
存
料
な
ど
を
使
わ
ず
、
原

料
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
契
約
農
家
が
減
農
薬

で
栽
培
し
て
い
る
『
わ
た
ぼ
う
し
』
と
い
う
甘
み

の
強
い
も
ち
米
だ
け
を
使
用
し
て
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
、
新
潟
県
内
で
し
か
販
売
さ
れ
て

お
ら
ず
、
東
京
に
住
ん
で
い
た
私
は
知
人
に
頼
ん

で
何
度
も
買
っ
て
き
て
も
ら
っ
た
ほ
ど
で
し
た
」

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
米
菓
会
社
が
経
営
不
振
に

陥
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
販
売
網
が
新
潟
県
の

み
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
メ
イ
ン
の
客
層
が
70

代
以
上
と
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
因

だ
っ
た
。

 

「
こ
ん
な
に
美
味
し
い
あ
ら
れ
が
消
え
て
し
ま
う

の
は
絶
対
に
駄
目
だ
と
思
い
ま
し
た
。
若
者
に
も

こ
の
あ
ら
れ
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、何
か
で
き
な
い
か
。
そ
ん
な
単
純
な
思
い
が
、

私
の
起
業
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
し
て
、
す
ぐ

に
新
潟
に
飛
ん
で
、社
長
に
直
談
判
し
た
ん
で
す
。

私
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
、
洋
服
を
買
い
付

け
て
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を

し
て
い
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
は
持
っ
て
い
ま
し
た
。
東

京
に
住
ん
で
い
る
と
気
づ
か
な
い
け
れ
ど
、
地
方

に
い
る
と
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
商
品
が
ま
だ

ま
だ
あ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
で
買
え
る
こ
と
を
と
て
も

喜
ん
で
く
だ
さ
る
お
客
様
と
接
し
て
き
た
経
験
も

あ
り
ま
し
た
。
先
方
の
社
長
は
60
代
の
女
性
で
し

た
が
、
あ
ら
れ
の
別
の
売
り
方
を
模
索
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
、熱
心
に
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
り
、

す
ぐ
に
承
諾
を
い
た
だ
け
た
ん
で
す
」

　

と
こ
ろ
が
、
問
題
は
そ
の
先
に
あ
っ
た
。
あ
ら

れ
作
り
の
職
人
た
ち
に
、
若
い
遠
藤
さ
ん
は
な
か

な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
だ
。

 

「
客
層
を
広
げ
る
た
め
に
ハ
ー
ブ
や
香
辛
料
を

使
っ
て
味
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
、
食
べ

き
り
サ
イ
ズ
の
小
袋
に
し
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
も
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
職
人
さ
ん
た
ち
が
ず
っ
と

作
っ
て
き
た
の
は
、
昔
な
が
ら
の
塩
や
醤
油
の
味

東京都港区南青山2−2−15■ 本　社

2008年■ 創　業

６名■ 従業員

500万円■ 資本金

5000万円（2013年前期）■ 売上高

１.	せんべい・菓子商品の企画
２.	せんべい・菓子商品の販売
	 （卸・小売）、輸出

■ 事業内容

株式会社 つ・い・つ・い

代表取締役

遠藤貴子氏

老
舗
米
菓
会
社
に

新
風
を
吹
き
込
む

ネ
ッ
ト
販
売
を
通
じ

お
客
様
の
声
を
す
く
い
上
げ
る

〝
あ
ら
れ
な
ん
て
ダ
サ
い
！　

米
臭
く
て
茶
色
で
、

海
外
で
は
誰
も
食
べ
な
い
よ
！
〟
と
言
わ
れ
た
ん

で
す
。
も
う
悔
し
く
て
悔
し
く
て
（
笑
）。
で
も
、

考
え
て
み
る
と
フ
ラ
ン
ス
の
お
菓
子
の
多
く
は

ク
ッ
キ
ー
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
甘
い
も
の
で
、

あ
ら
れ
の
よ
う
な
し
ょ
っ
ぱ
い
お
菓
子
は
な
か
な

か
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
日
本

人
に
は
好
ま
し
い
お
米
の
香
り
も
、
海
外
の
人
は

苦
手
な
の
だ
と
。
そ
こ
で
、
ワ
イ
ン
に
合
う
カ
マ

ン
ベ
ー
ル
味
や
、
寿
司
人
気
で
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
わ
さ
び
味
の
あ
ら
れ
を
作
り
ま
し
た
。
今

で
は
、
夫
も
あ
ら
れ
が
大
好
き
で
す
。
現
在
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
ス
ー
パ
ー

に
商
品
を
卸
し
て
い
ま
す
が
、今
後
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
や
パ
リ
な
ど
に
も
広
げ
て
、
あ
ら
れ
の
美
味
し

さ
を
世
界
中
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

　
〝
大
き
な
会
社
に
し
て
た
く
さ
ん
儲
け
た
い
〟

と
い
う
思
い
で
は
な
く
、
た
だ
自
分
の
好
き
な
も

の
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

丁
寧
に
売
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
遠
藤
さ
ん
。
女

性
ら
し
い
し
な
や
か
な
発
想
力
と
粘
り
強
い
行
動

力
で
、
日
本
の
伝
統
を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
。

契約農家には遠藤さん自身も足を運び
作業を手伝うことも

今
後
は
海
外
の
主
要
都
市
に
も
出
店
を
計
画
中
だ

日
本
伝
統
の〝
あ
ら
れ
〟に

新
し
い
価
値
を
加
え
た
若
き
女
性
企
業
家

株
式
会
社

バラエティに富んだ味の
あられを包むパッケージは
日本在住のフィンランド人
デザイナーが手掛けている

、
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今年こそはやってやる。自信と希望に満ちあふれ、何でもやれる気分の1月。しかし日が	
経つにつれ、年初に立てた目標を継続できず落胆し、いつしか立てた目標さえ忘れてしまう・・。
皆さんも経験したことが一度はあるのではないでしょうか。2014年は目標を立てるとともにそれ	
を頭に刻み込み、いつも忘れないようにして目標を必ず成し遂げる一年にしたいと思います。
本年も読者の皆様にお役に立つ情報を提供できますよう精進してまいりますので、どうか	
よろしくお願いいたします。	 （編集員ＳＳ）

表紙写真：住友林業㈱北海道社有林

広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社  木材建材事業本部  事業開発部（三枝・齋藤）
kenzai-monthly@sfc.co.jp

編集室より
編

後

集

記

今月のニュース

　

１
９
９
８
年
か
ら
三
大
都
市
圏
を
中

心
に
開
催
し
て
い
る
住
友
林
業
の
「
住

ま
い
博
」
が
、
大
阪
、
横
浜
に
続
き
、

２
月
８
日（
土
）、
９
日（
日
）
の
両
日
、

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
。
会
場
は「
ポ
ー

ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
」（
名
古
屋
市
国
際

展
示
場 

第
３
展
示
館
）。

 

「
住
友
林
業
の
家
」
の
強
固
な
構
造
躯

「
名
古
屋
住
ま
い
博
」

　
　
　

 

２
月
８
日
、９
日
に
開
催

体
や
設
計
手
法
、
各
種
部
材
や
設
備
な

ど
を
一
挙
に
展
示
す
る
体
感
型
博
覧
会

と
し
て
、
来
場
者
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る「
住
ま
い
博
」。
首
都
圏
で
は
、

横
浜
み
な
と
み
ら
い
で
２
０
１
３
年
11

月
９
、
10
日
の
両
日
開
催
さ
れ
た
。

　

11
月
１
日
～
12
月
１
日
の
ロ
ン

グ
ラ
ン
開
催
と
な
っ
た｢

住
ま
い
博

２
０
１
３
」
大
阪
・
梅
田
会
場
は
、
大
阪

駅
前
の
旧
大
阪
中
央
郵
便
局
跡
地
と
い

う
好
立
地
で
多
く
の
来
場
者
を
迎
え
、

１
ヵ
月
の
来
場
者
数
は
約
９
０
０
０

組
を
数
え
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
木
の
温
か
み
を

感
じ
た
」「
木
造
住
宅
の
良
さ
が
分

か
っ
た
」「
鉄
よ
り
木
の
方
が
強
い
こ

と
が
以
外
だ
っ
た｣

「
木
の
手
触
り
や

匂
い
に
癒
や
さ
れ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

アンケートご協力のお願い
住友林業グループが取り組むべき「重要課題」の再設定について

本アンケートの内容、趣旨に関する連絡先 住友林業株式会社 コーポレート･コミュニケーション室  CSRチーム
● Tel： 03-3214-2270　● Fax： 03-3214-2272　● Mail： csr_team@sfc.co.jp

　昨今、ＣＳＲ（企業の社会的責任）への関心の高まりから、
企業が事業活動を通して多様な社会課題の解決に貢献する
ことが期待されています。
　住友林業グループでは、２００７年度に「４つの重要課題」
を策定し、取り組んでまいりました。しかし課題設定から 
５年が経過し、社会情勢の変化などに伴い社会課題も多様
化しています。そのため、ステークホルダーの皆さまからの
ご意見・ご期待を反映した上で、住友林業グループが優先
して取り組むべき重要課題を、再度設定する必要があると
考えています。
　そこで、住友林業グループが本業を通じてどのような 
重要課題への取り組みを優先すべきかについて、ステーク
ホルダーの皆さまのご意見をうかがうために、アンケートを
実施いたします。
　アンケートは数分程度で終わる簡単なものになっており
ます。ご協力いただきますよう、何とぞよろしくお願いいた 
します。

現在の「4 つの重要課題」 （2007年度策定）

● 持続可能な森林から木材製品や資材を供給する 
● 環境にやさしい住まいを提供する 
● 事業を通じて地球温暖化対策を進める 
● 社員の家族を大切にはぐくむ暮らし方を追求する

アンケートはこちらから

アンケート実施期間

https://www.enq-plus.com/enq/sfceiki/csr_kadai/

２０１４年 １月７日～１月３１日

※	大変お手数ですがWEBアンケートとなりますので
	 上記URLへのアクセスをお願い致します。

■ 名古屋住まい博

会期：	２０１４年
	 ２月８日（土）・９日（日）
会場：	ポートメッセなごや
	 （名古屋市国際展示場 
	   第３展示館）
	 名古屋市港区金城ふ頭 
	 ２丁目２番地

住
ま
い
博
２
０
１
３　

大
阪
・
梅
田
会
場
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1,854
89,621
34,580
35,266

360
21,269
9,037

12,111
81,633
9,842
1,193
4,150
514

3,985
54,804
36,671

454
19,762
16,279

71
105

公共
民間

持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建

民間資金

公的資金

公営住宅
住宅金融支援機構住宅
都市再生機構住宅
その他住宅

木造

非木造

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

△585
1,834
613
207

△338
767
528
345

2,290
△1,041
△802
△183
354

△410
1,587
△338
205

△2,011
1,461
△15
22

△24.0
2.1
1.8
0.6

△48.4
3.7
6.2
2.9
2.9

△9.6
△40.2
△4.2
221.3
△9.3
3.0

△0.9
82.3
△9.2
9.9

△17.4
26.5

346
10,984
6,364
5,160

16
△210

△1,546
1,305

12,713
△1,383

402
△698
337

△1,424
9,055
2,275
△440
494

2,219
△19
21

22.9
14.0
22.6
17.1
4.7

△1.0
△14.6
12.1
18.4

△12.3
50.8

△14.4
190.4
△26.3
19.8
6.6

△49.2
2.6

15.8
△21.1
25.0

2,439
87,787
33,967
35,059

698
20,502
8,509

11,766
79,343
10,883
1,995
4,333
160

4,395
53,217
37,009

249
21,773
14,818

86
83

1,540
86,999
32,128
31,892

551
23,968
12,497
11,396
77,710
10,829
1,314
4,121

57
5,337

49,118
39,421

167
25,130
13,955

94
75

1,171
83,172
31,379
29,548

374
23,042
10,929
11,983
75,105
9,238
873

4,510
261

3,594
47,901
36,442

245
22,455
13,500

120
122

91,475新　  設　   住　  宅　   計 1,249 1.4 11,330 14.1 90,226 88,539 84,343

建 築 主 別

利用関係別

資 金 別

構 造 別

11月
対前月比

（%）
対前年同月比

（%）
10月 ９月 ８月

2012年 2013年
11月

32,580

10,109

9,062

28,394

906

12月

29,291

11,075

9,123

26,455

880

１月

23,906

10,112

8,606

26,665

863

２月

23,924

11,063

8,469

25,513

944

３月

28,257

10,895

8,663

23,641

 904

４月

31,221

10,626

8,617

27,430

939

５月

29,862

12,403

8,359

29,127

1,027

６月

32,944

12,215

10,878

27,667

976

７月

33,945

12,280

10,209

28,025

975

８月

32,987

11,537

10,353

29,466

960

９月

35,865

13,606

10,081

28,987

1,044

10月

37,017

14,873

10,770

27,566

1,037

11月

36,593

13,938

10,629

30,315

1,033

2012年 2013年
11月

12,590

11,501

12月

11,856

10,258

2012年
11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

2012年 2013年 2013年
11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

１月

11,710

8,158

２月

9,801

7,296

３月

9,520

9,389

４月

10,525

9,912

５月

11,101

8,658

６月

13,394

11,171

７月

13,871

9,939

８月

12,184

10,135

９月

12,545

10,665

10月

12,929

11,680

11月

14,332

11,899

季節調整済年率換算（全国）都市圏別戸数

近畿圏
その他

中部圏
首都圏

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

千戸
1,050

1,000

950

900

850

800

750

700

650

600

千戸

利用関係別戸数 木造戸数

2×4、プレハブ戸数

プレハブ
2×4

総数
貸家

分譲マンション 前年同月比持家
分譲戸建

14
12
10
8
6
4
2
0

千戸

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

千戸 千戸

総数

50

55

45

40

35

30

25

20

千戸

30.0

40.0

20.0

10.0

0

-10.0

-20.0

-30.0

％

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

△は減2013年11月の新設住宅着工戸数

建材マンスリー資料室
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